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l.要求理由

(1) 過去1世紀にわたる日本近代獣医学の進歩は､豚コレラ､馬の伝染性貧血､アカバネ病

等の多くの伝染病を蒐服し､ワクチンの開発を含めた幾多の輝かしい業績を残してきた｡

一方産業動物の生産性の追求は､疾病を多様化させ､原因不明の遺伝 ･代謝性疾患を多発

させるに至った｡この間多くの家畜疾病の防疫手段として､淘汰による感染源の除去が要

諦とされてきた｡

(2) しかし､家畜の病気のなかに特牛白血病や馬の伝染性貧血のように､エイズをはじめ人

の難病の貴重な疾患モデルとなり獣医学研究者の責任でその本態を究明する必要のあるも

のも少なくない｡とくに最近､産業動物における多くの遺伝性疾患が明らかになるにおよ

びそれらの素因を追求し､疾患を継代保存することにより原因を明らかにすることが今後

の生産性の向上と､併せて人の遺伝性疾患のモデルとして重要であると強く指摘されてき

た｡

(3) これらの疾病は一旦淘汰されると発病にいたる期間が長いため､早急な再現が不可能

である｡そこで､これらの疾病に雁患した家畜を単に淘汰するのではなく､飼育継代し､

それらの原因究明に努めて､畜産分野はもちろんのこと､医学分野にも貢献する必要があ

る｡

(4)本施設は､家畜のこれらの疾病を維持管理し､疾患のモデルとしての役割を担わせ､研

究することを目的とする｡現在､日本の多くの大学医学部や製薬企業において､実験動物

施設が置かれ､サル､イヌネコ､ウサギ､ラット､マウスなどの実験動物が飼育され､多

くの疾患モデルが開発､維持されている｡本施設ではこれらの実験動物施設では収容不可

能な中 ･大動物を中心として取り扱う｡

(5) また本施設は日本学術会議の要望を受けて､全国共同利用とし､本学内にとどまらず国

内外の研究者との共同利用の場､あるいは研究材料の提供を図り､もって学際的産業動物

疾病研究の中核基地としての役割を果たす｡

(6) 一万､本施設の研究は日本における食生活､とりわけ畜産物の安全生確保にも貢献する

ことが当然期待される｡
㌔

2.部門内容及び特徴

本施設に､感染性疾患モデル部門､非感染性疾患モデル部門､疾患モデル保存部門の3部

門を置く｡

内容は次のとおり
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｢岩手大学産業動物分子病態研究施設｣設置計画書(莱)

(1) 感染性疾患モデル部門

本部門は､遅発性の感染病､特に牛白血病や馬伝染性貧血などの疾患がどのようにして

発症するか､その発生機序､癌化や細胞増殖のシグナル伝達がどのようにして行われる

か､また癌制御遺伝子の役割などを研究する｡また診断､予防法など応用面についても開

発する｡即ち遺伝子診断 ･蛋白質診断による発症予知法､治療として免疫療法ワクチンの

開発､ミサイル療法の開発､及び予防として各種ワクチンの開発を行う｡

(2)非感染性疾患モデル部門

本部門は､遺伝性及び代謝性疾患の発症機序の基礎的研究を行う｡即ち各種疾患の疫学

調査における遺伝様式の決定や遺伝子産物の同定を行うとともに､それらの生化学的､分

子免疫学的手法を用いて病因の究明に努める｡特に遺伝子疾患におけるDNAプローブの

作成や核酸レベルでの異常な検出などの診断法を開発し､疾病の摘発を行うとともに､

6,000種以上に及ぶ人の遺伝性疾患における原因究明の一端を担う｡

(3) 疾患モデル保存部門

本部門は､疾患モデルに罷患した各種動物を飼育管理し､疾患モデルの保存と病態解明

に努める｡また全国共同利用､血液等研究材料､資料の提供の役割を果たす｡

対象とされる疾患モデル

a.遅発性ウイルス感染症 :牛白血病､馬伝染性貧血､スクレイピーなど

b.遺伝性､代謝性疾患 :皮膚無力症､チェディアック･ヒガシ症候群､豚の悪性過

高熱症､乳熟､糖尿病など

C.催奇形疾患 :牛のアカバネ病､牛ウイルス性下痢症一粘膜病ウイルスによる小脳

欠抱､バイケイソウによる羊の単眼症､先天性性腺発育不全症など

◎ 飼育頭数

区 分 .病 名 午 局 辛 豚 鶏

感 染 疾 患 モ デ ル 牛 白 血 病 1d 0 40 0 0馬 伝 染 性 貧 血 05 000
ス ク レ イ ピ ー 0010 0 0

非感染疾患モデル 遺 伝 性 疾 患* 10 0 0 10 50染 色 体 異 常 症* 5 1 05 0
代 謝 性 疾 患* 5 1 5 00

*遺伝性疾患 チェディアック･ヒガシ症候群､皮膚無力症､牛拡張型心筋症

豚のストレス症候群､鶏の奇形

染色体異常症 家畜の先天的性腺発育不全症

代謝性疾患 乳熱､糖尿病
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｢競走馬疾病カラーアトラス｣ 序 文

競走馬には古くからより速く走るための改良が加えられ､その結果サラブレッドのように "走る芸

術品"と言われるような優秀な走力を持つ品種が造られたが､一方においては､走りの究極を目指し

たために様々な弊害が馬体に現われている｡それらには､臆､執帯､関節の損傷､骨折､外傷などが

挙げられる｡その経済的被害は関係者にとって甚大なものがある｡

健全な競馬事業の発展には､良質な競走馬の生産と､これを健康に育成飼育し､かつ調教すること

が必須の要件であり､馬の健康管理に関しては､最新の獣医学的知識とこれに基づく高度の獣医学的

技術が要請される｡

岩手県競馬組合からの援助のもとに､近年増加する競走馬の事故防止､なかんずく運動器疾患の防

止を目指して､昭和55年度より競走馬事故防止に関する研究を行ってきた｡本研究は競走馬に発生す

る事故の原因について獣医病理学的調査研究を行い､よって有効な事故防除の手段を研究することを

目的とした｡

研究の概要としては､疾病ならびに事故党死馬を剖検し､病理組織学的ならびに電子顕微鏡的観察

を行い､これらの潜在性素因の究明を試みた｡特に骨折馬などについては､骨組織や上皮小体の検索

も併せて行い､生前の骨代謝異常の有無を調査研究した｡

この受託研究は本年度で12年に及んだことになる｡この間不断の研究が進められ､いくつかの新事

実が提供されてきた｡これらの成績は仝26冊に及ぶ報告書､15稀の原著論文に述べられている｡しか

しこれらの学術論文は限られた著した目にすることが出来ず､競走馬の疾患に興味を持つ調教師､獣

医師､学生などは容易に見ることが出来ない｡そこでこの研究の過程で収集された膨大な肉眼写真､

顕微鏡写真の内､典型的な写真を ｢競走馬疾病カラーアトラス｣として発刊し､それらの方々に役立

てて戴くこととなった｡できるだけ平易な解説に努めたが､浅学非才から､不十分な点､ご批判のあ

る点が多いことと思われる｡これらについては今後の研究と努力で補っていきたい｡本書が競走馬の

疾病の理解と､ひいては事故防止に役立てば望外の喜びである｡

本書の編集には岩手県競馬組合の田原研司氏のご尽力に負うところが極めて大きい､ここに記して

深甚の謝意を表する｡

平成5年3月

岡 田 幸 助 記

岩手大学農学部
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MedicalP7wtograph&IllustratLo,ICo,West
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原田費財 (40歳) 岩手大学腰学部B(暦学卿家畜瀕BJl学教室

顔ロー平 (25劇 岩手大学腰学部/I,'Wg単称家畜癖留学教者

●解説●
マレック病ウイルスの模型囲､このウイルスは､ニワトリのリンパ腫であるマレック病の原因ウイルスでヘル

バスウイルスに属する｡作者らは花子顕微錠とコンピュータにより､このウイルスの立体像を明らかにしたO

ウイ)レスは長径約200nmで､外からスパイク､エンベロープ､テグメント､162個のカフソメア､中心に蛋

白質からなる円柱状物とそれを取り巻くDNA線維からなる｡図ではDNA線維のよじれ方がわかるように､

実際より少なく才識-いてある｡本国は ｢ET本獣医学の進展｣(日本獣医学会版.1985)のために作図した.

●評価●
これまで､いくつかのヘルヘスウイルスの立体模型図が示されてきたが､この図のように､コアミ取り巻く

DNA線維､カフシド構造､スパイクをもつ外被の微細構造に至る全virionの総合的な立体模型図を示したも

のは最初である｡とくにDNA線維のレベルでも二重らせん構造であることを示した図は､岡田博士らの独創

的なものであり､電顕写真の光回折法により明らかにしたものである.この図は､代表的な腫癌原性ヘルペス

ウイルスであるマレック病ウイルスについて示されたものではあるが､おそらくヘルヘスウイルスvlriollの

普遍的な構造と見なし得るもので､ウイルス学的に優れた知見である0

(大阪大学微生物病研究所 教授 加藤四郎)

Meb103.114.(1986) 97



大きなミズダコを釣りました 1984

98

白血病年の解剖

r (材料採取のためにいらした小沼先生､間先生の姿も見える)1981

午白血病ウイルス接種封四郎｣と共に 1984
(2000年6剛こ典型的な地方病性白血病を発症し天寿を全うしました｡)
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ワシントン州立大学獣医免疫学教室のメンバー 1989
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平成7年度 味戸 忠春 PathologicalStudyofSwinePleuropneumonia

平成8年度 県 東来 StudyonPathogenesisofEnzooticBoVineLeukosis

平成8年度 朝比奈政利 散発型ウシ白血病に関する免疫病理学的研究

平成8年度 荻野 博明 牛流産胎子および虚弱新生子牛の病因に関する病理学的研究

平成9年度 飯郷 裕 ラットの急性および慢性炎症反応における細胞間接着分子ⅠCAN-1の役割

平成 10年度 _ 岩花 倫生 腰湯誘導新生血管の定量化と薬剤耐性に関する病理学的研究

平成12年度 佐々木 淳 ブロイラー鶏における胆管肝炎に関する病理学的研究

平成13年度 古川 賢 非特異原性発癌性物質のラット肝細胞動態に対する影響

平成13年度 池山 室- ラット慢性腎症の発生機序に関する病理学的研究

平成13年度 千乗 修一 ラットにおける副甲状腺ホルモンの骨への作用に関する病理学的研究

平成13年度 桑野 睦敏 競走馬の蹄葉炎および続発病変の病態に関する研究

平成14年度平成14年度平成14年度 ヂ 善愛矢部 光一小野 雅章 StudiesonClassificationofBoVineLeukosisbyPhenotypeof

Lymphocytes(牛白血病のリンパ球のPhenotypeによる分類に関する研究)

キノロン系抗菌剤OfloXacinにより誘発されたイヌ関節症の臨床病理学的

研究

トリアデノウイルスによるニワトリの筋胃びらんに関する病理学的研究

平成15年度平成15年度 高見 成昭CHENSauLeok PathologicalStudiesonReticulumCellProliferatiVeDiseaseinBroiler

Chickens(ブロイラーにおける細網細胞増殖症に関する病理学的研究)

インドネシアの地鶏に関する寄生虫学的ならびに病理学的研究

平成16年度平成21年度平成21年度 池田 学HARⅠDYMohie佐竹 茂 StudiesonEXpressionofTumorNecrosisFactorReceptoron

LymphomaCellsinEnzooticBoVineLeukosis(地方病性牛白血病リンパ

腫細胞における腫療壊死因子受容体の発現に関する研究)

StudiesonⅠmmunosuppressiVeDiseasesinChickens:Pathogenesisof

ChickenAnemiaVirus-Marek'sDiseaseVirusCo-infection(ヒナにおけ

る免疫抑制疾患:鶏貧血ウイルス及びマレック病ウイルスの混合感染症に

関する病理発生)

カニクイザルの肝臓ベルオキシゾ-ムに対するdi(2-ethylheXyl)phthalate



西暦 元号 年齢 事 項

1944 昭和 19 0旧満州遼陽市で出生
1947 22 3 京都市に引き揚げ

1959 34 15 香川県善通寺市に転校

1963 38 19 善通寺第一高等学校卒業

1967 42 23 岐阜大学農学部獣医学科卒業

19691975 4450 2531 北海道大学大学院獣医学研究科修士課程修了

北海道大学大学院獣医学研究科博士課程中退

北海道大学獣医学部助手

獣医学博士(北海道大学)

1978 53 34 岩手大学農学部助教授

1981 56 37 日本獣医学会賞受賞

1983 58 39 アジア獣医病理学会会長(2年間)

19871988 6263 4344 馬の骨代謝に関する研究で科学研究費

世界獣医学大会(モントリオール)出席

ワシントン州立大学獣医学部客員助教授(1年間)

1989 平成元年 45 理化学研究所嘱託研究員(8年間)

19921993 45 4849 岩手大学農学部教授

岩手県鶏病研究会会長(現在に至る)

鶏病研究会理事(現在に至る)

岩手大学農学部獣医学科学科委員

1994 6 50 連合獣医学研究科代議員(2年間)

1995 7 51 日本獣医学会誌編集委員(5年間)

19961997 89 5253 ザンビア大学獣医学部短期専門家(3カ月)

大学設置審議会委員(5年間)

牛白血病の発がん動態に関する研究で科学研究費

1998 10 54 中国農業大学.青海大学訪尚

1999200020012002 ll121314 55565758 日本中央競馬会JRA嘱託(6年間)

文部科学省私立大学高度化推進委員会委員(8年間)

ワシントン州立大学､イギリス獣医学研究所､ケニヤ獣医学研究所､

イスラエルキムロン研究所訪問(3カ月)

岩手大学ミュージアム館長(現在に至る)

日本獣医病理学会理事長(3年間)

アジア獣医病理学会会長(2年間)

2004 16 60 盛岡市観光審議会会長(現在に至る)

2005 17 61 牛白血病発症抑制因子に関する研究で科学研究費

2006 18 62 日本獣医病理専門家協会JCVP理事長(3年間)

2007 19 63 第13回日本野生動物医学大会(盛岡)会長

2008 20 64 節子の井戸復元整備

20092010 2122 6566 岩手大学ミュージアムが馬事文化裳を受貴

岩手大学60周年記念展示｢アザリアの咲くとき｣
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